
 令和７年度学校運営連絡協議会実施報告書 

 

１ 組織 

（１）東京都立大江戸高等学校 学校運営連絡協議会（定時制課程） 

（２）事務局の構成 事務局（３名）事務長（副校長）、教務主任（主幹教諭）、総務主任（主任教諭） 

（３）内部委員の構成（９名）校長、副校長（３名）、経営企画室長、教務主任（主幹教諭）、生活指導

主任（主幹教諭）、進路指導主任（主幹教諭）、総務主任（主任教諭） 

（４）協議委員の構成（９名） 

   学識経験者（大学教授）、江東区教育委員会、深川警察署生活安全課、千石２・３丁目町会会長、 

江東区立川南小学校長、江東区立深川第四中学校長、都立江東特別支援学校長、江東区教育センタ

ーブリッジスクール指導員、本校教育振興会役員 ※教育振興会は、PTAに近い機能のある会 

 

２ 令和７年度学校運営連絡協議会の概要 

（１）学校運営連絡協議会（第１～３回）の開催日時、出席者、内容 

  第１回 令和７年６月２７日（金）開催   内部委員７名、協議委員５名 

協議委員・評価委員委嘱状交付、委員紹介 

大江戸高等学校グランドデザイン、令和６年度学校経営報告、令和７年度学校経営計画    

大江戸高等学校管理運営規定、学校運営連絡協議会設置要綱、令和６年度学運協実施報告  

本校の現状と課題についての説明及び意見交換 

学校サポートチーム会議 

いじめ防止基本方針        

  第２回 令和７年１１月２８日（金）開催 内部委員８名、協議委員８名 

令和７年度学校評価アンケートについて 

本校の現状と課題についての説明及び意見交換 

学校サポートチーム会議 

  第３回 令和８年２月１４日（金） 開催 内部委員７名、協議委員４名 

    令和７年度学校評価アンケート報告 

    本校の現状と課題についての説明及び意見交換 

    学校サポートチーム会議 

（２）評価委員会の開催日時、出席者、内容 

  第１回 令和７年１１月２２日（金） 内部委員３名、評価委員２名 

学校評価の基本方針の確認、今年度の学校評価の観点・項目・内容・実施時期の検討 

  第２回 令和７年２月１４日（金）  内部委員３名、評価委員１名 

    アンケート集計結果の分析・考察・課題の整理、評価報告書（原案）の確認 

 

３ 学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

（１）学校評価の観点 「学校への理解」「学校の意欲」「学校の実践」の観点で実施する。 

（２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

    調査実施期間：令和７年１２月８日から令和７年１２月２５日まで 

対象 令和６年度 令和７年度 

生徒 Forms：１１６名 Forms：３３９名 

保護者 Forms：１０５名 Forms：２４１名 



教職員 Forms： １６名 Forms：３５名 

学校運営協議会委員 紙  ：  ７名 紙  ：  ６名 

地域 紙  ： ２５名 紙  ： ２３名 

 

（３）主な評価項目 

    ・学校運営、学習指導、生活指導、進路指導、特別活動・部活動、健康・安全、施設・設備等、 

   校則の見直しについて（今年度より新設） 

（４）評価結果の概要 

・生徒、保護者、教職員の回答方法について、昨年度から Formsによる回答に変更した。今年度は、 

 回答率が増加している。 

・保護者に関して、全体的には肯定的な回答が多いものの、「部活動や生徒会」、「防災」、「いじ

め未然防止」、「体罰、暴言をなくす取組み」、「教職員間の連携」に関しては、「情報がなく分か

らない」という割合が高い。 

・学校運営連絡協議委員からは概ね肯定的な意見であった。 

（５）評価結果の分析・考察 

  ・新設した校則の見直しに関する自由意見は、多くの回答が出された。校則がある理由や基準につい

て説明を求めている回答もあり、今後の見直しの過程で、教員が生徒に校則の意味を伝えながら、

意見を聞き、検討する材料として参考としていく。 

  ・保護者、学校運営連絡協議員、地域住民からは、「情報がなく分からない」と回答されている項目

もあり、情報発信について、授業公開や保護者会、個人面談、地域との交流など、引き続き検討を

図っていく。 

 

４ 学校運営連絡協議会の成果と課題 

   学校の教育課題に対して学期ごと、事案ごとに多面的な助言をいただき課題解決に関して連携を

図ることができた。 

   昨年度から引き続き、学校が発信する情報が十分でないこともあり、学校行事や教育活動の取組

み状況についての周知については強化していきたい。 


